
おわりに 

 本報告書をまとめるにあたって、多くの関係者の皆様方に深く感謝申し上げます。 

 特に、平成 22 年度の秋に実施しました特別支援学級（肢体不自由）の担任の先生に依

頼した質問紙調査では、Ｗｅｂ上のアンケートサーバーでの回答であるにもかかわらず、

多数の回答を得ることができました。また、研究協力機関、研究パートナー及び 10 校の

特別支援学校と 6校の小・中学校におかれましては、快く授業視察を受け入れていただき、

貴重な情報提供をいただきました。さらに、研究協力者の皆様には、研究協議会で様々な

専門的な知見をご提供いただきました。 

 皆様方に、心より感謝申し上げます。 

 

（研究代表者 長沼 俊夫） 
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